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研究成果の概要（和文） ： 

「1920 年から 1949 年まで」の「社会主義経済計算論争」の研究では，ドイツ語圏での論争 

で英語圏での論争を先取りする多様な論点が出されたことを明らかにした． 「1950 年から 1990 

年まで」の研究では，社会主義経済圏内で「論争」に関連した議論が多く行われていたことを 

明らかにした． 「1990 年から今日まで」の研究では，旧社会主義経済の崩壊を契機として行わ 

れた膨大な数の研究を理論史の観点からの総括を行い， その経済学史上の意義を明らかにした． 

研究成果の概要（英文）： 
As the result of the study of ‘Socialist Economic Calculation Debate’ from 1920 to 

1949, in the debate in the German speaking world, some important points which 
anticipated the debate in the English speaking world had already addressed. The 
study of the ‘Debate’ from 1950 to 1990 shows that some important discussions related 
to the ‘Debate’ appeared in the socialist states. As for the ‘Debate’ from 1990 to the 
present, many new studies of the ‘Debate” which were done after the collapse of the 
former socialist states are surveyed, and their significance for the history of economic 
thought is clarified. 
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１．研究開始当初の背景 

（１）本研究の対象である「社会主義経済 
計算論争」（以下「研究」）に関する研究 
は非常に多く，その中でもT.J.B.ホッフとD. 
ラヴォアの研究は世界的水準の研究として 
認知され，「論争」研究における「古典」 
としての地位を獲得している．しかし、ホ 
ッフの研究は1938年までの「論争」しか扱 
っていないという時間的な限界があり，ま 
たラヴォアの研究は英語圏での論争のみを 
主としてハイエクの議論を中心に総括して 
いるという「偏向」が存在する． 

（２）本研究では，「論争」の時間的視野 
をその開始から今日までとし，それを1920 
年-1949年（ミーゼスの問題提起からバーグ 
ソンによる総括まで），1950年-1990年（社 
会主義経済の発展から崩壊まで），そして1 
990年以降今日までという3つの時期に区分 
し，それぞれの時期における「論争」の理 
論的・歴史的展開の過程を詳細に整理して 
ゆく．こうした時間的視野での研究は世界 
的にも皆無である． 

（３）また本研究では，「論争」が英語圏 
だけものではなく，ドイツ語圏やスラブ語 
圏(ロシア語圏)，そして日本においても行 
われたことを文献に基づいて実証する．特 
に，山本勝市の1932年出版の『経済計算』 
は世界で最初に書かれた「論争」に関する 
研究書であり，そうした日本人の貢献は世 
界の経済学史研究者には未知の事実である． 

（４）本研究では，「論争」の地理的範囲 
を従来の諸研究よりも広げ，「論争」が英 
語圏という局所的なものではなく，日本を 
含む多くの国々で行われた大域的なもので 
あったことを実証的に明らかにする． 

２．研究の目的 

（１）本研究の目的は， 「論争」の理論的・ 
歴史的展開の過程を詳細に整理し，それに基 
づいて「論争」の経済学史上の意義を現代経 
済学の観点から明確にすることである． 

（２）（１）の目的に加えて本研究では，こ 
れまで十分に行われていない「論争」関連文 
献の整理・保存、そして「論争」に関する国 
内外での研究で看過されている日本人研究 
者の「論争」への重要な貢献について明らか 
にする． 

３．研究の方法 

(１)平成19年度 

①「1920年から1949年までの『論争』」 
について研究を行った．従来の「論争」 
の研究ではドイツ語圏での「論争」の検 
討がほとんど行われておらず，平成19年 
度の研究の重点もこの点におかれた． 

②ドイツ語圏での「論争」で最も重要 
な役割を果たしたK.ティシュの博士論文 
（1932年ボン大学提出）を複写をボン大 
学図書館で行った．また，ヒルスデール 
大学図書館 （アメリカ合衆国ミシガン州） 
に保存されている｢ミーゼス文庫｣でミー 
ゼスが収集した文献の調査・資料収集を行 
う予定であった． 

（２）平成20年度 
「1950年から1990年までの『論争』」 

について研究を行った．具体的には，現 
実の社会主義経済が直面した問題や改革 
の試みと 「論争」 との関係を明確にした．



（３）平成21年度 
「1990年から今日までの『論争』」に 

ついて研究を行った．旧ソ連を代表とす 
る社会主義経済の崩壊を契機として「論 
争」への関心が再度高まり，膨大な数の 
研究が行われた．平成21年度研究では， 
最近の「論争」研究の総括を行い，その 
経済学史上の意義を明らかにした． 

４．研究成果 

（１）「1920年から1949年までの『論争』」 
についての研究では，従来の「論争」の 
研究で看過される傾向があったドイツ語 
圏での「論争」の検討を重点的に行い， 
ドイツ語圏での論争で非常に多様な論点 
が出されたこと，その中のいくつかは英 
語圏での論争を先取りする内容のもので 
あったこと，特に，ドイツ語圏での論争 
において，客観的価値論から主観主義価 
値論へ議論の理論的な基礎が決定的に移 
行したことを明らかにした． 

（２） 「1950年から1990年までの 『論争』」 
についての研究では，社会主義経済の発 
展に伴い社会主義経済の可能性自体をめ 
ぐる「論争」が表面上は「衰退」傾向に 
あったものの，実際には多くの問題を抱 
えていた社会主義経済の実態を反映して 
社会主義経済圏内で「論争」に関連した 
議論が多く行われていたことを明らかに 
した．また，現実の社会主義経済が直面 
した問題や改革の試みと「論争」とが密 
接に関係していたことを明らかにした． 

（３）「1990年から今日までの『論争』」 
についての研究では，旧ソ連をはじめと 
する旧社会主義経済の崩壊を契機として 
「論争」への関心が再度高まりをうけ実 
施された膨大な数の研究を理論史の観点 
からの総括を行い，それが経済学史上に 
おいて「論争」を再燃させるとともに， 
非対称情報の経済分析等の最新の理論成 
果を取り入れた比較体制分析を生み出し 
たという意義を明らかにした． 

（４）ドイツ語圏での「論争」を知る上 
で重要なK.ティシュの博士論文 「中央集 
権的に組織された社会主義共同体にお 
ける経済計算と分配」の一部を翻訳し， 

電子ファイル化した． 
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